
63 

論

文

紹

介

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



若
越
郷
土
研
究

二
七
巻
四
号

64 

の

統

一

国

家

論

生

成

・

展

開

過

程

の

景
ま
育
研
究
所
研
究
紀
要
』
八
一
号
一
九
八
二

幕
末
の
激
動
す
る
政
局
の
な
か
で
福
井
藩
は
、
討

八
幕
・
佐
幕
両
派
の
中
間
に
あ
っ
て
「
会
議
派

に
よ
る
統
一
国
家
建
設
の
方
途
を
模
索
し
た
。
徳

の
「
私
政
」
を
廃
し
、
「
公
論
」
に
も
と
づ
き
新
国

の
樹
立
を
は
か
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
化
は

難
航
し
挫
折
し
た
。
本
稿
は
そ
の
過
程
を
詳
細
に
分

の

「

会

議

派

」

の

政

治

理

念

が

明
治
十
年
代
の
自
由
民
権
運
動
の
な
か
に
継
承
さ
れ

て
い
る
点
に
つ
い
て
も
鋭
く
指
摘
し
て
い
る
。
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